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6 月定例会
議案
TOPIC

6/6
6/15国民健康保険税率の改正

　など　計 13 議案

国民健康保険財政調整基金
基金残額　約 2億 5,731 万円

国保納付金

本宮市

= + +

+ +

+ +

=

=

基金とは
福島県

国
民
健
康
保
険
税（
①+

②+

③
）

支払う

可決可決
　6月定例会では、その年度の国民健康保険税率の改正を行います。今回本宮市の改
正では、長引く物価高騰の影響による家計への負担を考慮し、１人あたりの税額を前
年度を超えない同額程度とすることが説明されました。

国民健康保険税額は市町村ごとに異なります
が、国の方針として、市町村ごとの保険税額の
平準化を目指すこととしており、今後県の提示
する標準保険税率の適用が求められています。

　急激な国民健康保険税の変化により、市
民の負担が増えないように、市が基金を取
り崩して納付金の一部を負担しています。

　基金は、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、
または定額の資金を運用するために、自治体が条例の定めに基
づいて任意に設置した資金または財産です。

国民健康保険税のしくみ国保加入者

医療機関 本宮市

行政 福島県

医療費
自己負担分

医療報酬請求 国保納付金の支払い

県交付金の支払い

※県交付金には医療報酬が全額含まれます。
医療報酬支払い

※国保連合会経由

国民健康保険税を
納める

国保納付金の決定
標準保険税率の提示

本宮市の国民健康
保 険 税 の 額 を 決
定・通知

診察
治療

約 8,300 万円

約3億9,900万円

県交付金等
令和 5 年度

約6億6,200万円

国保加入者の
国民健康保険税

Question

全
加
入
者

区　分 所得割額 均等割額 平等割額

40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の

加
入
者

①医療給付費分
病気やケガをしたときの費
用にあてられます。

課税標準所得

×
6.23％

加入者１人あたり

19,800 円
1 世帯あたり

16,700 円

課税標準所得

×
2.38％

加入者１人あたり

7,900 円
1 世帯あたり

5,700 円

課税標準所得

×
2.05％

加入者１人あたり

8,200 円
1 世帯あたり

4,400 円

②後期高齢者支援金分
後期高齢者医療制度を支援
する費用にあてられます。

③介護納付金分
介護が必要になった時の費
用にあてられます。
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物価高騰支援費　約 9,421 万円

定住促進費　　　　 約 3,928 万円

①農家に対する生産資材等物価高騰対策支援

②学校給食費等物価高騰対策支援　約 1,714 万円

③介護施設・障がい福祉施設等物価高騰支援対策　約 2,201万円

もとみや定住促進事業
（ゲストハウス整備に向けた古民家の取得費等）

約 5,506 万円

うち、約 8,743 万円は国からの交付金・
補助金でまかなわれます。

　今年度４月から、子育て支援として給食
費の半額を市が負担しています。今後さら
なる食材費の高騰が想定されるため、その
価格上昇分を市が負担し、給食費の増額に
よる保護者の皆さまの負担を軽減します。

　本宮市議会では国に対し、「学校給食費の
無償化を求める意見書」を提出しています。

（令和 5 年 3 月 24 日）

　肥料や飼料等の物価高騰による農家の皆さまを支援し、負担を軽減します。

　食料品の高騰等による市内の介護施設・障がい福祉施設等の負担軽減を図り、
安定した施設運営の継続を支援します。

　本宮市への移住定住を促進するため古民家
を利用した体験・交流施設として多用途に有
効活用が図れるゲストハウス整備のための古
民家取得費用です。和田地内にある古民家の
取得を計画しており、供用開始後は移住希望
者が田舎暮らし体験のできるお試し住宅を中
心に、本宮市と関係のある方々との交流等に
幅広く活用していく予定です。

水稲農家 10アールあたり　2,000円
１頭あたり
①肉用牛　17,000円
②乳用牛　25,500円
③　豚　　　2,600円

10アールあたり　6,000円

対
象
者

市が負担

家庭の負担

支
援
内
容

畜産農家

その他の農家
（野菜、果樹等）

一般会計補正予算（第 3 号） 合計　約 2 億 9,858 万円の増歳入
歳出可決可決

2 回目

Checkpoint

家庭の負担 市の支援分 今回補正分

令和 4 年度
以前

半額に 負担費用
変わらず

現在 今後想定

補正予算の主な内容 補正額

歳
　
出

物価高騰支援費（総額） 9,421 万円

本宮小学校グラウンド改修工事 8,832 万円

定住促進費 3,928 万円

たかぎ保育所駐車場整備工事 2,190 万円

新型コロナウイルス感染症対策費 784万円

笑顔もとみやトライアシスト事業補助金 649万円

ふれあい文化ホール改修工事設計委託料 1,001 万円

歳
　
入

地方創生臨時交付金 8,743 万円

財政調整基金繰入金 7,148 万円

教育施設等整備事業基金繰入金 5,163 万円

本宮小学校グラウンド改修事業債 5,080 万円
次ページに続く
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・令和 4 年度から実施している事業です。
① SDGs ワークショップ
② SDGs 出前講座（9 月）
③啓蒙活動イベント「もっさい」(11月）
　※本宮市しらさわ秋祭りと
　　同日開催予定

笑顔もとみやトライアシスト事業　 約 649 万円

住民税非課税世帯及び低所得の子育て世帯に対する物価高騰支援
①低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金

②エネルギー・食料品等価格物価高騰重点支援給付金

1 億 1,169 万円の増

（一社）もとみや青年会議所

もっさいプロジェクト

本宮市商店街連合会

その他の議案と議決結果は５P に掲載しています。

　福島県が実施する地域創生総合支援事業「サポート事業」を活用して、地域
づくり関連事業を行う団体の自己負担経費分を市が補助することで、団体活力と
協働した地域活性化を図る事業です。新たにサポート事業に採択された２団体に
対する補助金分を補正しています。

対
象
者

対
象
者

令和 5 年度本宮市一般会計補正予算（第 2 号）
歳入
　　 歳出 可決可決

2 年目

申請申請

申請申請

キッズドリームミュージアムプロジェクト

もとみやSDGs＋ゼロカーボンプロジェクト～もっさい～

実施主体

実施主体

実施主体

もとみやロンドンマーケット事業約442万円 約207万円
New New

①キッズドリームミュージアム in Motomiya City
　 　9 月 16 日 ( 土 )、17 日 ( 日）［本宮運動公園］
　 　市内・県内事業者の出展により、子どもに仕事の総合

体験の機会と学びを提供するイベント
②イベント出展者交流会
③イベント成果発表会

・令和 5 年 3 月分の児童扶養手当受給世帯
・令和 4 年度給付金受給世帯

・令和 5 年度住民税非課税世帯
・家計が急変（収入減）した世帯

・令和 5 年度住民税非課税世帯

①ロンドンマーケット
　　6 月・7 月・11 月　各月 2 日間
　 　商店街と阿武隈川左岸堤防を利活用したワゴ

ンセール、キッチンカー出店
②ロンドンイベント
　　パンケーキレース（6 月実施済み）
　　まちすごろく大会、創作パンケーキ選手権（7月）
　　英国文化のキャンドルづくり（11月）
③オリジナルＶチューバー制作運営
　 　本市の PR を行う CG アニメーションキャラ

クターを制作し、SNS 等で発信する

◀
昨
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

うち、約 1 億 854 万円は国・県からの交付金や補助金でまかなわれます。

議案
TOPIC

4月臨時会 4/28

児童１人あたり
　　5万円給付

１世帯あたり
　　３万円給付
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議案番号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

議案第 37 号 専決処分の承認を求めることについて（専決第 4 号　本宮市税条例の一部を改正する条
例制定について） 省　　略 原案可決確定

議案第 38 号 しらさわカルチャーセンター展示収蔵施設化改修工事（建築主体）請負契約について 省　　略 原案可決確定
議案第 39 号 電子黒板の購入契約について 省　　略 原案可決確定
議案第 40 号 令和 5 年度本宮市一般会計補正予算（第２号） 省　　略 原案可決確定

報告第 2 号 専決処分の報告について（専決第１号　本宮駅西口広場整備（第 3 期）工事請負契約の
一部を変更する契約について）

- -報告第 3 号 専決処分の報告について（専決第 2 号　恵向公園原形復旧工事請負契約の一部を変更す
る契約について）

報告第 4 号 専決処分の報告について（専決第 3 号　和解及び損害賠償額の決定について）

議案番号 議　　案　　名 議決結果
報告第 4 号 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決確定
報告第 5 号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書 原案可決確定

陳情一覧表
受理番号 受理年月日 件　　名 提出者の氏名 付託委員会 審議結果

陳　情
第 2 号

令和 5 年
5 月 24 日

地方財政の充実・強化を求める意見書提
出の陳情書

日本労働組合総連合会 福島県連合会
二本松・安達地区連合 
議長　高橋 誉

総務文教 採択

陳　情
第 3 号

令和 5 年
5 月 24 日

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』
の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書」の提出を求める
陳情書

福島県教職員組合
中央執行委員長　瀬戸 禎子
福島県教職員組合安達支部
支部長　高橋 尚人

省　　略 採択

議案番号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果
議案第 41 号 本宮市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定
議案第 42 号 本宮市税条例等の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定
議案第 43 号 本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第 44 号 平成 23 年東日本大震災による災害被害者に対する市民税、固定資産税及び国民健康保険
税の減免に関する条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第 45 号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律等の施行に伴う関係条例の
整理に関する条令制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第 46 号 本宮方部学校給食センターコンテナ購入契約について 総務文教 原案可決確定
議案第 47 号 令和 5 年度本宮市一般会計補正予算（第 3 号） 全常任委員会 原案可決確定
議案第 48 号 令和 5 年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定
議案第 49 号 令和 5 年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定
議案第 50 号 令和 5 年度本宮市水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定
議案第 51 号 令和 5 年度本宮市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定
議案第 52 号 白沢公民館改修工事関連管理用備品購入契約について 省　　略 原案可決確定
議案第 53 号 和田仮置場原状回復工事請負契約の一部を変更する契約について 省　　略 原案可決確定
報告第 5 号 債権放棄の報告について

- -

報告第 6 号 令和 4 年度本宮市継続費繰越計算書について
報告第 7 号 令和 4 年度本宮市繰越明許費繰越計算書について
報告第 8 号 令和 4 年度本宮市事故繰越し繰越計算書について
報告第 9 号 令和 4 年度本宮市水道事業会計予算繰越計算書及び継続費繰越計算書について
報告第 10 号 令和 4 年度本宮市公共下水道事業会計予算繰越計算書について

令和５年４月臨時会　議決結果一覧表

令和５年６月定例会　議決結果一覧表

4 月臨時会、6 月定例会の議案等は全会一致で可決しました。議決結果
市長提出議案（4件）報告 3件

議員提出議案（2件）

市長提出議案（13件）報告 6件
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常任委員会審査

　総務文教常任委員会には、本宮市税条例等の一部を改正する条例制定のほか、
議案２件、陳情１件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

　生活福祉常任委員会には、本宮市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を
改正する条例制定についてのほか議案６件が付託されました。

本
宮
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定

本
宮
市
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

一
般
会
計
補
正
予
算

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定

「
令
和
６
年
度
よ
り
国
税

で
あ
る
森
林
環
境
税
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
へ
の
対
応
お
よ
び
、

森
林
環
境
税
を
個
人
住
民
税
の

均
等
割
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

　
森
林
環
境
税
の
課
税
対
象

者
は
。

　

年
間
合
計
所
得
金
額
が

38
万
円
を
超
え
る
方
が
課
税
対

象
者
と
な
る
。
森
林
環
境
税
は

一
律
で
年
額
一
千
円
と
な
る
が
、

令
和
５
年
度
で
「
東
日
本
大
震

災
後
の
防
災
施
策
に
か
か
る
財

源
確
保
の
た
め
の
税
率
引
き
上

げ
」
分
の
一
千
円
が
終
了
と
な

り
、
令
和
６
年
度
よ
り
国
税
で

あ
る
森
林
環
境
税
に
置
き
換
わ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
負
担
が

増
加
す
る
も
の
で
は
な
い
。

現
地
調
査

み
ず
い
ろ
保
育
所
駐
車
場
、
白

沢
公
民
館
、
た
か
ぎ
保
育
所
駐

車
場
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ほ
か
、
電
子
証
明
機
能
が
搭
載

さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用

い
て
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
本
市
の
対

策
に
つ
い
て
は
。

　
登
録
に
関
す
る
人
為
的
な

ト
ラ
ブ
ル
の
危
険
性
に
つ
い
て

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
徹
底
し
、
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
抑
止

に
努
め
て
い
る
。

現
地
調
査

和
田
仮
置
場
原
状
回
復
工
事
箇

所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
定
住
促
進
事
業
と
し
て

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
整
備
に
向
け
た

古
民
家
取
得
に
係
る
経
費
を
補

正
す
る
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
供
用
開
始

後
の
管
理
業
務
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

　
利
用
予
約
の
受
付
業
務
や

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
民
間
事

業
者
に
管
理
委
託
を
予
定
し
て

い
る
。
内
容
は
運
営
主
体
で
あ

る
市
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
市
で
も
利
用

者
の
把
握
を
的
確
に
行
い
、
定

住
促
進
の
効
果
を
検
証
し
て
い

け
る
よ
う
運
営
準
備
期
間
内
に

精
査
し
て
い
く
。

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
考

慮
し
一
人
当
た
り
の
税
額
を
前

年
度
と
同
額
程
度
と
す
る
方
針

の
も
と
引
き
下
げ
る
。

　
令
和
十
一
年
度
の
国
保
税

県
内
統
一
に
向
け
た
今
後
の
対

応
は
。

　
県
内
統
一
に
向
け
て
急
激

な
国
保
税
の
変
化
が
生
じ
な
い

よ
う
社
会
情
勢
や
基
金
の
状
況

を
考
慮
し
検
討
を
進
め
る
。

▲白沢公民館の工事状況を調査

▲和田仮置場原状回復工事

総務文教総務文教
常任委員会常任委員会

生活福祉生活福祉
常任委員会常任委員会
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常任委員会審査

　産業建設常任委員会には、令和５年度本宮市一般会計補正予算（第３号）
ほか議案２件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

6 月 14 日、全国市議会議長会定期総会において、
本市議員が各種表彰を受賞しました。

特別表彰［20 年］伊藤　隆一　議員（中央）
一般表彰［15 年］渡辺　秀雄　議員（中央右）
一般表彰［15 年］円谷　長作　議員（中央左）
一般表彰［15 年］三瓶　裕司　議員（左）
一般表彰［15 年］渡辺　善元　元議員（故人）
一般表彰［10 年］菅野　健治　議員（右）
感 謝 状［評議員］三瓶　裕司　議員（左）

6 月定例会では、2 名の議員が 7 月 31日の任期を
もって、議員を勇退される旨を表明いたしました。

渡辺　由紀雄　議員（右）
　平成 15 年白沢村議会議員就任以降、5 期 19
年 9 カ月にわたり議員を務める。また、平成 27
年から 6 年間議長を務めた。

国分　勝広　議員（左）
　平成 9 年本宮町議会議員就任以降、7 期 20 年
11 カ月にわたり議員を務めた。

一
般
会
計
補
正
予
算

「
農
家
に
対
す
る
生
産
資
材

等
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業
に
か

か
る
経
費
を
補
正
す
る
。

　
支
援
金
の
申
請
方
法
は
。

　
水
稲
や
野
菜
・
果
樹
農
家
へ

は
営
農
計
画
書
に
よ
り
、
畜
産
農

家
へ
は
個
体
識
別
情
報
な
ど
を
も

と
に
、
対
象
農
家
へ
申
請
書
を
直

接
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
申
請

期
限
を
８
月
末
ま
で
と
し
、
未
申

請
者
に
対
し
て
は
勧
奨
通
知
を
行

う
こ
と
で
、
申
請
漏
れ
を
防
ぎ
た

い
。　

急
傾
斜
地
改
良
事
業
に
か

か
る
経
費
を
補
正
す
る
。

　
今
後
の
事
業
予
定
は
。

　
戸
崎
地
内
の
西
側
斜
面
に
お

け
る
未
対
策
箇
所
が
、
県
の
改
良

事
業
の
要
件
に
合
致
し
た
こ
と
か

ら
、
今
年
度
、
県
に
お
い
て
実
施

設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
次
年

度
以
降
、
改
良
工
事
の
実
施
が
見

込
ま
れ
る
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
今

後
も
事
業
費
の
１
割
の
市
負
担
が

生
じ
る
予
定
で
あ
る
。

現
地
調
査

県
道
本
宮
・
三
春
線
配
水
管
布
設
工

事
箇
所
の
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

▲県道本宮・三春線排水管布設工事箇所

常任委員会とは
市長が予算案や条例改正案などを提案
します。議員はその説明を受け、質問す
ることができます。

委員会では、本会議で市長が提案した
議案について、担当分野に分かれ、さ
らに詳しく質疑をします。

最後に、各議案について、賛成か反対
かを議員全員で決めます。

Question

本会議（提案・説明）

委員会（議案審査）

本会議（議決）

表　彰表　彰勇退される議員の紹介勇退される議員の紹介

産業建設産業建設
常任委員会常任委員会
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市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

一般質問一般質問
６月定例会の一般質問は、８名の議員が登壇し、２日間にわたっ
て行われました。内容を要約してお伝えします。

ＱＲコードから各議員の質問の
映像を見ることができます。

　議員が、市政全般のことについて、市に対して考えを聞くのが
一般質問です。皆さんの生活にかかわる内容がきっとあります。

質問議員 質問事項 ページ

菊田　広嗣
（志誠会）

・保育士・幼稚園教諭確保の方策は
・お試し移住の考え方について 9

磯松　俊彦
（みらい創和会）

・通学環境の適正化は
・土地の適正な利用について 9

斎藤　雅彦
（新風会）

・部活動の地域移行の取組みは
・コミュニティ・スクールの取組みは 10

渡辺　秀雄
（無所属）

・トイレ、休憩所西側にも欲しい
・全体計画を立てて進めるべきでは 10

作田　　博
（無所属）

・偉人条令制の制定について
・音楽のあるまちづくりについて 11

国分　勝広
（無所属）

・子育て支援こども館の考えは
・保育士の待遇改善は 11

渡辺　忠夫
（日本共産党）

・作付け放棄地（水田）解消策は
・予防接種の希望があるが 12

円谷　長作
（みらい創和会）

・内水氾濫対策はどうしているのか
・災害時の緊急物品の配置は万全か 12

Question
一般質問とは
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲ライフスタイルの多様化を見据えた移住促進策を

・教職員の多忙化解消について
・空き家バンクの活用と改善策について

問問　
移
住
と
言
っ
て
も
、
２

拠
点
生
活
移
住
で
あ
っ
た

り
、
週
末
に
就
農
す
る
移
住

等
い
ろ
い
ろ
な
移
住
が
あ

る
。
エ
リ
ア
設
定
や
暮
ら
し

方
、
居
住
ス
タ
イ
ル
の
例
を

あ
る
程
度
構
築
し
た
上
で
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
に
ス
タ

イ
ル
別
に
分
け
た
例
を
示
す

の
も
重
要
だ
と
思
う
が
。

答答　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は

子
育
て
の
し
や
す
さ
や
、
暮

ら
し
や
す
さ
あ
る
い
は
働
き

や
す
さ
を
重
点
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
が
、
同
時
に
さ
ら
な

る
移
住
定
住
の
促
進
に
向

け
、
多
様
な
移
住
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
プ
ラ
ン
、
そ
の
提

供
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問問　
結
婚
や
出
産
で
離
職
さ

れ
た
経
験
者
の
方
、
資
格
を

持
っ
て
い
る
方
が
市
内
に
相

当
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い

た
が
、
そ
う
い
っ
た
方
に
対

し
て
復
職
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
離

職
し
た
方
に
環
境
改
善
等
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
り

す
る
と
い
い
と
思
う
が
。

答答　

離
職
さ
れ
た
方
全
員

に
声
が
け
を
す
る
仕
組
み
は

な
い
が
、
所
属
長
や
職
員
の

関
係
性
の
中
で
、
個
別
に
声

が
け
を
し
、
復
職
い
た
だ
い

て
い
る
例
も
あ
る
。
現
在
の

在
職
職
員
に
職
場
環
境
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
お
り
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問
答 保

育
士
・
幼
稚
園
教
諭
確
保
の
方
策
は

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

菊田 広嗣
( 志誠会 )

その他の質問

問
お
試
し
移
住
の
考
え
方
に
つ
い
て

答
多
様
な
移
住
ニ
ー
ズ
対
応
へ
調
査
検
討

・土手メンテナンスに安全管理の観点を
・市民による社会教育についての企画を支援する考えは

▲土地の適正な利用を

問問　
①
耕
作
放
棄
地
や
荒
廃

農
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

議
論
の
現
状
は
。
②
本
市
農

業
の
将
来
が
心
配
な
中
、
優

良
な
農
地
こ
そ
優
先
的
に
保

全
と
考
え
る
が
当
局
の
見
解

は
。
③
優
良
農
地
を
保
全
す

る
仕
組
み
の
現
状
は
。

答答　
①
現
在
の
所
、
有
効
な

解
決
策
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
議
論
が
進
ん
で
い
な
い
。

②
優
良
な
農
地
を
優
先
的
に

保
全
し
て
い
く
と
い
う
の
は

当
然
。
③
優
良
農
地
を
保
全

す
る
組
織
だ
っ
た
仕
組
み
は

現
在
の
所
な
い
。

問問　
①
本
市
小
学
校
徒
歩
通

学
の
学
校
別
割
合
は
。
②
児

童
数
減
少
が
目
立
つ
和
田
小

学
校
に
お
い
て
、
通
学
バ
ス

の
利
用
状
況
は
。
③
通
学
バ

ス
の
運
行
時
間
、
運
行
ル
ー

ト
に
つ
い
て
課
題
は
あ
る

か
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
今
後
見
直
し

す
る
機
会
は
あ
る
か
。

答答　

①
小
学
校
７
校
あ
る

が
、
少
な
い
学
校
で
３
割
程

度
、
多
い
学
校
で
９
割
程
度

が
徒
歩
通
学
。
②
バ
ス
利
用

は
和
田
小
学
校
児
童
59
人
中

13
人
の
児
童
が
登
録
。
③
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
、
全
体
を
通
じ
て
改

善
要
望
等
が
あ
る
場
合
に

は
、
改
善
可
能
か
ど
う
か
判

断
し
て
い
き
た
い
。

問
答 通

学
環
境
の
適
正
化
は

全
体
を
通
じ
改
善
要
望
等
あ
れ
ば
判
断

磯松 俊彦
( みらい創和会 )

その他の質問

問
土
地
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

答
本
宮
市
開
発
事
業
指
導
要
綱
に
て
対
応
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲コミュニティ・スクールのしくみ

・本宮防犯協会は休止状態、地域防犯に格差は？

問問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
保
護
者
や
地
域
住

民
参
加
の
取
り
組
み
に
お
い

て
、
目
標
を
明
確
化
し
具
体

的
な
取
組
み
を
行
う
こ
と

で
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

参
画
意
識
や
当
事
者
意
識
の

高
揚
を
図
る
機
会
・
場
が
で

き
る
。
住
民
参
加
の
取
組
み

の
効
果
を
ど
の
様
に
考
え
る

か
。

答答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
形
は
出
来
た
が
、

目
標
と
す
る
も
の
、
い
つ
ま

で
何
を
す
る
か
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
の
は
教
育
委
員
会

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が

地
域
に
大
き
な
形
と
し
て
見

え
て
き
て
い
な
い
と
い
う
反

省
点
が
あ
る
。

問問　

部
活
動
の
地
域
移
行

は
、
学
校
内
で
教
員
の
指
導

に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
こ
れ

ま
で
の
部
活
動
と
は
異
な
る

場
所
や
指
導
の
下
で
実
現
さ

れ
る
た
め
、
多
方
面
で
検
討

や
整
備
す
べ
き
点
が
出
て
く

る
。
部
活
動
の
地
域
移
行
を

進
め
る
た
め
に
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

か
。

答答　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
長

に
２
月
に
説
明
会
を
行
い
、

中
学
校
の
保
護
者
に
は
文
書

配
布
を
行
っ
た
。
受
け
皿
と

な
る
地
域
団
体
、
指
導
者
を

地
域
の
人
材
か
ら
ど
の
様
に

確
保
し
て
い
く
の
か
、
地
域

の
部
活
動
担
当
者
の
報
酬
、

大
会
等
の
輸
送
費
な
ど
の
経

費
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問
答 部

活
動
の
地
域
移
行
の
取
組
み
は

地
域
関
係
団
体
と
説
明
機
会
を
設
け
る

斎藤 雅彦
( 新風会 )

その他の質問

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
組
み
は

答
本
宮
モ
デ
ル
を
し
っ
か
り
作
り
上
げ
る

▲トイレ・休憩所一か所だけでは…

・農業振興地域整備計画の総体的見直しについて

問問　
五
百
川
駅
前
広
場
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

朝
夕
の
混
雑
が
完
全
に
解
消

さ
れ
る
と
は
な
ら
な
い
の
で

は
と
い
う
話
は
出
て
い
た
。

ト
イ
レ
、
雨
除
け
シ
ェ
ル

タ
ー
を
造
る
の
も
い
い
が
Ｊ

Ｒ
と
全
体
の
整
備
に
つ
い
て

協
議
し
、
手
戻
り
工
事
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

答答　
順
調
に
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
供
用
開
始
が
１
か

月
ほ
ど
早
ま
る
見
通
し
で
あ

る
。
公
衆
用
ト
イ
レ
や
今
後

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
関
係
に

つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
と
問
題
点

や
課
題
の
整
理
を
進
め
て
い

る
。
十
分
検
討
し
た
う
え
で

手
戻
り
の
な
い
よ
う
に
進
め

た
い
。

問問　
恵
向
公
園
が
整
備
さ
れ

一
部
供
用
開
始
さ
れ
て
い

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

の
芝
は
張
ら
れ
て
い
る
が
利

用
開
始
は
い
つ
に
な
る
の

か
。
広
い
エ
リ
ア
に
あ
っ
て

ト
イ
レ
と
休
憩
所
が
東
側
に

だ
け
で
は
、
到
底
不
十
分
と

の
声
が
聞
か
れ
る
。
西
側
に

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答答　

９
月
か
10
月
を
想
定

し
て
い
る
。
西
側
に
は
水
道

施
設
も
な
く
、
あ
れ
ば
い
い

と
思
う
が
か
な
り
経
費
が
か

か
り
、
ト
イ
レ
は
な
か
な
か

難
し
い
と
考
え
る
。休
憩
所
、

日
除
け
に
つ
い
て
は
周
り
の

木
を
利
用
し
て
涼
め
、
日
差

し
か
ら
逃
れ
る
場
所
を
確
保

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

問
答 ト

イ
レ
、
休
憩
所
西
側
に
も
欲
し
い

あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
経
費
が
か
か
る

渡辺 秀雄
( 無所属 )

その他の質問

問
全
体
計
画
を
立
て
て
進
め
る
べ
き
で
は

答
手
戻
り
の
な
い
よ
う
十
分
検
討
し
た
い
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲ニコニコこども館（郡山市）

・中心市街地活性化の見直しをするべきでは

問問　
常
勤
的
会
計
年
度
任
用

職
員
「
常
勤
的
臨
時
職
員
」

は
正
規
職
員
と
違
っ
て
長
く

勤
め
て
も
退
職
金
が
な
い
。

で
あ
る
の
な
ら
、
市
独
自
で

何
か
方
法
を
考
え
て
は
ど
う

な
の
か
。
地
方
分
権
時
代
で

は
な
い
の
か
。

答答　
市
と
し
て
は
公
立
保
育

所
に
勤
め
る
会
計
年
度
任
用

職
員
に
制
度
を
設
け
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
令
和
４

年
か
ら
保
育
士
の
処
遇
改
善

で
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員

と
市
内
の
認
可
保
育
園
の
保

育
士
に
９
千
円
の
処
遇
改
善

を
実
施
し
て
い
る
。

問問　

本
宮
市
の
幼
児
の
在

宅
（
家
庭
）
保
育
児
は

２
０
２
０
年
は
ど
の
ぐ
ら
い

な
の
か
。
地
域
子
育
て
支
援

拠
点
ひ
ろ
ば
型
と
セ
ン
タ
ー

型
を
「
え
ぽ
か
」
に
集
約
し

て
、
子
育
て
支
援
こ
ど
も
館

と
い
う
形
に
す
る
方
法
も
あ

る
の
で
は
な
い
の
か
。

答答　

お
よ
そ
３
３
０
人
程

度
が
在
宅
保
育
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
３
か
所
の
子
育
て

支
援
拠
点
を
運
営
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
有
し

て
い
る
。
子
育
て
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
現
行
の
拠

点
運
営
を
継
続
し
て
子
育
て

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
答 子

育
て
支
援
こ
ど
も
館
の
考
え
は

現
行
の
拠
点
運
営
を
継
続
し
て
い
く

国分 勝広
（無所属）

その他の質問

問
保
育
士
の
待
遇
改
善
は

答
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

▲日本を代表する歌手・伊藤久男の
モニュメント（本宮駅東口）

・舘ノ越・関根線の拡幅と安全対策について
・下水道・合併浄化槽の在り方について

問問　
町
を
挙
げ
て
の
音
楽
祭

を
年
一
回
ぐ
ら
い
や
っ
て
町

の
活
性
化
、
交
流
人
口
増
を

図
っ
た
り
、
音
楽
の
水
準
を

高
め
て
い
く
よ
う
な
政
策
は

で
き
な
い
か
。
伊
藤
久
男
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
維
持
等
を

基
本
と
し
て
、
音
楽
を
盛
り

上
げ
施
設
を
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
な
策
は
。

答答　
現
時
点
で
は
ア
イ
デ
ア

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

が
、
伊
藤
久
男
を
活
用
す
る

様
な
企
画
が
あ
れ
ば
相
談
い

た
だ
き
た
い
。
意
見
交
換
す

る
場
を
設
け
て
、
住
民
と
行

政
と
併
せ
て
、
市
民
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
出
来
た
ら
い
い
な

と
感
じ
て
い
る
。

問問　
名
誉
市
民
条
例
の
対
象

者
は
生
存
者
に
限
ら
れ
て
い

る
の
で
、
条
例
の
改
正
ま
た

は
特
例
で
過
去
に
お
い
て
す

ぐ
れ
た
人
な
ど
を
対
象
に
物

事
を
記
銘
し
、
そ
れ
を
保
持

し
、
さ
ら
に
あ
と
で
想
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
偉

人
条
例
が
必
要
で
は
な
い

か
。歴
史
上
の
人
物
と
し
て
。

答答　

本
宮
の
水
を
救
っ
た

科
学
者
の
先
生
を
名
誉
市
民

に
、
同
様
の
理
由
で
却
下
と

な
っ
た
。
偉
人
条
例
は
初
め

て
耳
に
し
た
。
条
例
改
正
が

可
能
か
、
偉
人
条
例
が
い
い

の
か
、
歴
史
に
残
し
て
い
く

こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
は

ず
。
調
査
研
究
に
少
し
時
間

を
。

問
答 偉

人
条
令
制
の
制
定
に
つ
い
て

調
査
研
究
の
時
間
を
い
た
だ
き
た
い

作田　博
( 無所属 )

その他の質問

問
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

答
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
る
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ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

▲集中豪雨時に万全な排水対策を！
（写真は万世ポンプ場）

・コロナ感染症対策に使用した物品類の処分は
・土嚢ステーションと運搬について

問問　
災
害
時
の
緊
急
物
品
の

配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
１
時
間
当
た
り
の
降
雨

量
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

山
林
、
畑
、
田
ん
ぼ
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
な
り
、
去
年
と

変
わ
っ
て
い
る
。
進
入
路
、

道
路
そ
の
も
の
を
常
に
点
検

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

答答　
青
田
の
備
蓄
倉
庫
と
６

カ
所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
倉
庫
に

水
や
食
料
、
毛
布
な
ど
の
生

活
物
資
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト

や
マ
ッ
ト
レ
ス
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
発
電
機

や
投
光
器
等
を
保
管
し
て
い

る
。
進
入
路
等
の
道
路
は
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
各
課
が

確
認
し
て
い
る
。

問問　
世
界
気
象
機
関
は
、
南

米
ペ
ル
ー
沖
の
海
水
温
が
上

昇
す
る
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く

世
界
的
な
気
温
上
昇
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
。
ウ
ェ

ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
、
今
年
の

台
風
の
発
生
数
は
29
個
前
後

と
予
想
。
内
水
氾
濫
対
策
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答答　

高
架
下
、
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
は
青
田
、荒
井
南
ノ
内
、

前
田
、
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
下
の
４

カ
所
あ
る
。
大
雨
警
報
の
発

令
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
起
き
た

場
合
は
現
場
を
確
認
し
、
冠

水
が
あ
れ
ば
バ
リ
ケ
ー
ド
で

通
行
止
め
を
し
、
車
両
の
進

入
を
防
止
し
、
排
水
ポ
ン
プ

を
稼
働
す
る
。

問
答 内

水
氾
濫
対
策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か

通
行
止
め
を
し
、
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働

円谷 長作
( みらい創和会 )

その他の質問

問
災
害
時
の
緊
急
物
品
の
配
置
は
万
全
か

答
７
カ
所
の
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る

▲作付け放棄地（奥）

・地域公共交通対策について

問問　
最
近
周
り
に
帯
状
疱
疹

に
か
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞

く
。
若
く
は
か
か
ら
な
い
が

50
歳
を
過
ぎ
る
と
発
症
す
る

と
い
う
こ
と
だ
が
発
症
状
況

に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る

か
。
予
防
接
種
が
あ
る
の

か
。
予
防
接
種
の
希
望
が
た

く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が

伺
う
。

答答　
一
般
的
に
50
歳
以
上
が

多
い
と
い
わ
れ
る
帯
状
疱
疹

に
つ
い
て
は
全
数
把
握
で

あ
っ
た
り
定
点
医
療
機
関
か

ら
の
報
告
の
対
象
の
疾
病
と

な
っ
て
い
な
い
の
で
市
内
の

罹
患
状
況
に
つ
い
て
は
把
握

で
き
な
い
。
予
防
接
種
は
２

種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ

り
接
種
は
可
能
で
あ
る
。

問問　

最
近
の
作
付
け
放
棄

地
、
放
棄
地
と
い
う
言
葉
が

正
確
か
ど
う
か
問
題
と
思
う

が
水
田
が
植
付
け
さ
れ
な
い

と
い
う
の
が
非
常
に
目
立
つ

状
況
で
あ
る
。
ど
の
く
ら
い

あ
り
対
策
は
。
ま
た
補
助
金

を
つ
け
て
喚
起
す
る
よ
う
な

対
応
策
は
ど
う
か
。

答答　

市
全
体
の
数
字
で
遊

休
農
地
で
53
㌶
、
昨
年
よ

り
12
㌶
増
。
荒
廃
農
地
は

１
３
５
㌶
で
前
年
よ
り
６
㌶

増
に
な
っ
て
い
る
。
耕
作
放

棄
地
が
で
な
い
よ
う
地
域
計

画
を
進
め
て
い
る
が
５
組
織

で
そ
れ
以
外
な
い
状
況
。
今

後
に
つ
い
て
も
検
討
し
放
棄

地
解
消
を
進
め
た
い
。

問
答 作

付
け
放
棄
地
（
水
田
）
解
消
策
は

検
討
し
遊
休
農
地
解
消
を
進
め
た
い

渡辺 忠夫
( 日本共産党 )

その他の質問

問
予
防
接
種
の
希
望
が
あ
る
が

答
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
あ
る
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会派または
議　員　名 交付額 支出額

支出内訳
差引
残金調　査

研究費 研修費 広報費 広聴費 要請･陳情
活 動 費 会議費 資　料

作成費
資　料
購入費

み
ら
い
創
和
会

円谷　長作
渡辺由紀雄
石橋今朝夫
磯松　俊彦

480,000 465,347 182,827 282,520 0 0 0 0 0 0 14,653

新
風
会

斎藤　雅彦
川名　順子
根本　利信
三瓶　裕司

480,000 480,000 298,050 0 181,950 0 0 0 0 0 0

志
誠
会

橋本　善壽
菊田　広嗣 240,000 232,673 91,413 141,260 0 0 0 0 0 0 7,327

無
所
属

遠藤　初実 120,000 121,738 121,738 0 0 0 0 0 0 0 0

馬場　亨守 120,000 121,738 121,738 0 0 0 0 0 0 0 0

三瓶　幹夫 120,000 58,785 58,785 0 0 0 0 0 0 0 61,215

菅野　健治 120,000 120,000 28,800 91,200 0 0 0 0 0 0 0

伊藤　隆一 120,000 121,738 121,738 0 0 0 0 0 0 0 0

作田　　博 120,000 121,282 111,310 0 0 0 0 0 0 9,972 0

国分　勝広 120,000 169,220 58,785 0 96,475 0 0 0 0 13,960 0

渡辺　秀雄 120,000 144,017 99,263 0 0 0 0 0 0 44,754 0

渡辺　善元 120,000 27,300 27,300 0 0 0 0 0 0 0 92,700

合計額 2,280,000 2,183,838 1,321,747 514,980 278,425 0 0 0 0 68,686 175,895

※差引残金は市の一般会計に返還しています。※支出超過分は議員個人の負担で支出しています。
※名前の掲載がない会派・議員は政務活動費の請求をしておりません。

　政務活動費は、会派または議員の調査・研究そ
の他の活動に必要な経費の一部として市から交付
されます。（議員 1 人あたり月額 1 万円）
　収支の内容は、年度ごとに議長に報告し、残額
がある場合は市に返還しています。

　詳しい内容については、ホームページをご覧に
なるか、議会事務局までお問合せください。

令和４年度政務活動費の使い道をお知らせします！

➡くわしくは…
ホームページ
をチェック！

項　目 内　容

調査研究費 先進地調査・現地調査に要する経費
調査委託に要する経費

研修費 研修会の開催に要する経費
研修会の参加に要する経費

広報費 市政等について住民に報告するために
要する経費

広聴費 住民からの市政・議員活動に対する要
望・意見の聴取等に要する経費

要請・陳情
活動費

要請・陳情活動を行うために必要な経
費

会議費
会議の開催に要する経費、他の団体等
が開催する各種会議への参加に要する
経費

資料作成費 活動に必要な資料の作成に要する経費

資料購入費 活動に必要な図書、資料の購入に要す
る経費

Question

政務活動費報告

政務活動費とは
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あ

と

が

き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
法
的
位
置
付
け
が
変

更
さ
れ
、
徐
々
に
以
前
の
姿

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
市

議
会
だ
よ
り
も
第
75
号
と
な

り
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
紙
面
を
め
ざ

し
種
々
研
鑽
を
努
め
て
参
り

ま
し
た
。
最
近
ネ
ッ
ト
中
継

さ
れ
て
い
る
た
め
か
議
会
傍

聴
さ
れ
る
方
が
少
な
く
な
っ

て
来
て
お
り
ま
す
。
次
回
９

月
定
例
会
は
改
選
後
の
最
初

の
議
会
と
な
り
ま
す
の
で
、

是
非
傍
聴
さ
れ
て
は
と
思
い

ま
す
。�

（
渡
辺
）

発
行
責
任
者

　
　
　
議　
　
長　
三
瓶　
裕
司

広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
委
員
長　
斎
藤　
雅
彦

　
　
　
副
委
員
長　
石
橋
今
朝
夫

　
　
　
委　
　
員　
磯
松　
俊
彦

　
　
　
委　
　
員　
根
本　
利
信

　
　
　
委　
　
員　
菊
田　
広
嗣

　
　
　
委　
　
員　
三
瓶　
幹
夫

　
　
　
委　
　
員　
国
分　
勝
広

　
　
　
委　
　
員　
渡
辺　
秀
雄

発
行
　
本
宮
市
議
会
　
編
集
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
　
　
　
〒
969

－

1192
　
福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
２
１
２
　
　
　
　
TEE（
０
２
４
３
）24
―
５
４
３
５

℻（
０
２
４
３
）３4
―
５
５
６
７

次回9月議会定例会は9月5日に開会予定です。
請願・陳情の締切は8月24日（16時まで）です。
※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。

　　議会を傍聴しませんか？
　議会開催日に本会議場に来ていただけ
れば、簡単に議会の様子を傍聴できます。
　インターネットでは生中継や、過去の
議会映像もご覧いただけます。

提出の方法がわからない場合は
議会事務局へご相談ください。

議決結果送付
議決結果処理の経過

結果報告

意見書を提出

議決結果
通知

<

再
生
紙
使
用>

あなたの
　  を議会に

提
出
者

市長等
執行機関

国・県等

採　択 不採択

！

声 市政に関することで、市議会に直接要
望や意見があるときに活用できる制度
が請願と陳情です。

陳 情 請 願
特定の事項について、その実情
を訴え、適切な措置を要望する
ものです。

市民が国・地方公共団体等に、意
見や要望を述べることです。「請願
権」は憲法等で保障されています。

紹介議員
（1人以上）
必要です

担当する委員会へ付託

審査結果の報告

陳情書の提出

議長（議会事務局）が受理

請願書の提出

本会議（上程）

委員会（審査）

本会議（議決）

請願書・陳情書には
　①趣旨
　②提出年月日
　③提出者の住所・氏名・押印
　④紹介議員の署名または
　記名押印（請願書のみ）
 の記載が必要です。

Checkpoint

本
会
議


